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『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
五
味
渕
典
嗣
１
は
じ
め
に
問
題
の
所
在
福
岡
県
北
九
州
市
の
北
九
州
市
立
文
学
館
に
は
、
火
野
葦
平
関
連
の
大
部
の
資
料
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
は
、
近
年
、
渡
辺
考
の
精
力
的
な
仕
事
(
渡
辺
『
戦
場
で
書
く
火
野
葦
平
と
従
軍
作
家
た
ち』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
五
年
。
火
野
葦
平
『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
葦
平
｢
従
軍
手
帖｣
全
文
翻
刻』
集
英
社
、
二
〇
一
七
年
、
渡
辺
は
｢
解
説｣
を
担
当)
で
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
さ
れ
た
従
軍
手
帖
二
〇
冊
の
ほ
か
、
自
筆
原
稿
や
書
簡
、
遺
品
類
に
至
る
ま
で
、
数
多
く
の
貴
重
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
か
く
言
う
わ
た
し
も
、
日
中
戦
争
期
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
文
学
・
文
化
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
対
す
る
関
心
か
ら
、
二
〇
一
三
年
以
来
、
継
続
的
に
同
文
学
館
を
訪
問
、
資
料
調
査
を
続
け
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
過
程
で
見
え
て
き
た
こ
と
と
し
て
、
日
中
戦
争
期
に
企
画
さ
れ
た
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
に
か
ん
す
る
経
緯
と
曲
折
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
時
期
に
製
作
さ
れ
た
火
野
葦
平
原
作
の
映
画
と
い
え
ば
、
田
坂
具
隆
が
演
出
を
担
当
、
小
杉
隆
が
玉
井
伍
長
を
演
じ
た
『
土
と
兵
隊』
(
日
活
、
一
九
三
九
年)
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、『
麦
と
兵
隊』
は
、
発
表
当
初
か
ら
映
画
化
の
話
題
が
ま
こ
と
し
や
か
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
一
〇
三
大
妻
国
文
第
50
号
二
〇
一
九
年
三
月
に
語
ら
れ
、
幾
人
も
の
大
物
監
督
の
名
前
が
取
り
沙
汰
さ
れ
な
が
ら
、
結
局
は
お
蔵
入
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
幻
の
企
画
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
記
さ
れ
る
の
は
、
当
代
随
一
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
麦
と
兵
隊』
に
か
ん
す
る
、
複
数
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
願
望
と
思
惑
が
入
り
混
じ
っ
た
夢
の
痕
跡
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
だ
。
だ
が
、
一
方
で
大
事
な
こ
と
は
、
こ
の
幻
の
映
画
を
め
ぐ
っ
て
、
誰
が
・
ど
ん
な
立
場
か
ら
・
ど
ん
な
か
た
ち
で
関
与
し
、
影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
試
み
た
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、｢
火
野
葦
平｣
と
い
う
記
号
、『
麦
と
兵
隊』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
誰
に
よ
っ
て
・
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
作
業
は
、
日
中
戦
争
期
を
代
表
す
る
メ
デ
ィ
ア
・
ア
イ
コ
ン
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
｢
火
野
葦
平｣
現
象
の
内
実
と
、
そ
の
広
が
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
重
要
な
一
助
と
な
る
は
ず
だ
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
火
野
葦
平
寄
託
資
料
内
に
残
さ
れ
た
書
簡
類
や
手
帖
と
、
当
時
の
新
聞
雑
誌
報
道
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
事
実
関
係
を
追
い
か
け
て
い
く
が
、
わ
た
し
自
身
、
関
係
資
料
す
べ
て
の
調
査
を
終
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
北
九
州
市
立
文
学
館
が
作
成
し
た
目
録
の
｢
解
題｣
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
｢
火
野
葦
平
資
料
の
会｣
が
管
理
し
、
の
ち
北
九
州
市
に
寄
託
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、
整
理
さ
れ
、
目
録
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
も
一
二
、
四
四
〇
件
。
う
ち
、
ハ
ガ
キ
を
含
む
書
簡
類
が
一
〇
、
六
〇
四
件
を
占
め
る
が
、｢
全
体
の
資
料
群
に
は
、
ま
だ
ま
だ
未
整
理
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る｣
と
い
う
(
１)
。
す
な
わ
ち
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
決
定
的
な
証
拠
や
、
根
拠
と
な
る
資
料
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿
で
の
議
論
は
、
さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
に
向
け
た
き
っ
か
け
、
里
程
標
の
一
つ
と
い
う
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
申
し
添
え
て
お
く
。
２
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
動
向
佐
藤
充
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
火
野
葦
平
原
作
の
映
画
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
二
五
作
品
(
２)
。
加
え
て
、
塩
屋
智
佳
子
・
坂
口
博
が
紹
介
し
た
玉
井
政
雄
・
貞
子
宛
の
火
野
書
簡
(
一
九
四
一
年
四
月
一
日
付)
に
は
、『
麦
と
兵
隊』
以
外
に
も
、
東
宝
で
『
煙
草
と
兵
隊』
、
日
活
で
一
〇
四
『
美
し
き
地
図』
、
大
都
で
『
戦
陣
訓』
と
、
実
現
し
な
か
っ
た
映
画
の
企
画
が
列
記
さ
れ
て
い
た
(
３)
。
し
か
し
、
火
野
作
品
の
映
画
化
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
多
く
な
い
。『
麦
と
兵
隊』
に
つ
い
て
も
、
松
竹
版
の
監
督
に
擬
せ
ら
れ
た
清
水
宏
の
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
た
ど
る
中
で
、
映
画
評
論
家
の
木
全
公
彦
が
コ
ラ
ム
で
触
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
木
全
は
、｢
清
水
宏
が
監
督
す
る
予
定
で
製
作
前
に
頓
挫
し
た
最
大
の
話
題
作
は
、
火
野
葦
平
原
作
『
麦
と
兵
隊』
で
あ
ろ
う｣
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
(
４)
。
と
こ
ろ
が
こ
の
間
、
松
竹
側
と
火
野
が
〝
兵
隊
三
部
作〞
映
画
化
の
正
式
契
約
を
し
て
い
な
い
間
隙
を
縫
っ
て
、
日
活
が
『
土
と
兵
隊』
の
映
画
化
権
を
獲
得
し
、
田
坂
具
隆
監
督
で
映
画
化
す
る
と
発
表
す
る
。
し
か
し
物
資
統
制
の
非
常
下
で
、
競
作
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
世
論
も
出
て
、
松
竹
『
麦
と
兵
隊』
、
日
活
『
土
と
兵
隊』
と
い
う
〝
兵
隊
三
部
作〞
の
分
配
製
作
と
な
る
気
配
が
濃
厚
に
な
っ
た
。
が
、
松
竹
側
は
ま
も
な
く
一
転
し
て
態
度
を
変
え
、
陸
軍
省
情
報
部
の
立
ち
会
い
の
下
、
松
竹
が
〝
兵
隊
三
部
作〞
の
映
画
化
権
を
全
面
的
に
日
活
に
譲
渡
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
日
活
は
『
土
と
兵
隊』
『
麦
と
兵
隊』
の
製
作
準
備
に
入
っ
た
が
、
結
局
、
日
活
は
『
土
と
兵
隊』
(
39
年)
を
製
作
し
た
の
み
で
、
映
画
法
に
よ
る
統
合
で
、
そ
の
後
の
企
画
も
流
れ
て
し
ま
う
。
木
全
の
解
説
は
、
大
ま
か
な
流
れ
を
捉
え
て
は
い
る
が
、
細
部
に
は
疑
問
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
事
態
の
経
緯
を
よ
り
精
確
に
押
さ
え
て
い
く
た
め
に
、
①
松
竹
で
の
企
画
段
階
②
松
竹
・
日
活
の
競
作
が
噂
さ
れ
た
段
階
③
日
活
単
独
で
の
企
画
の
展
開
と
い
う
段
階
を
追
っ
て
整
理
・
確
認
し
て
い
き
た
い
。
①
松
竹
で
の
企
画
＝
清
水
宏
監
督
『
麦
と
兵
隊』
管
見
の
限
り
、
火
野
葦
平
資
料
の
中
で
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
に
か
ん
す
る
最
も
早
い
言
及
は
、
一
九
三
八
年
九
月
一
日
付
け
の
父
・
玉
井
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
一
〇
五
金
五
郎
宛
書
簡
で
あ
る
(
こ
の
書
簡
の
封
筒
に
は
、
金
五
郎
の
筆
跡
で
｢
十
三
年
九
月
十
一
日
着｣
と
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る)
。｢｢
麦
と
兵
隊｣
は
改
造
社
か
ら
単
行
本
に
な
つ
て
、
十
五
日
頃
に
は
出
版
さ
れ
る
筈
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
東
京
の
文
化
座
と
、
新
国
劇
と
の
両
劇
団
で
、
競
演
の
形
で
、
秋
の
舞
台
に
上
演
さ
れ
ま
す
。
映
画
は
松
竹
で
撮
影
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
松
竹
映
画
は
い
づ
れ
、
若
松
に
も
廻
つ
て
行
く
こ
と
で
せ
う｣ (
５)
。
筆
ま
め
な
火
野
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
妻
の
良
子
に
も
書
き
送
っ
て
い
る
。｢
今
日
、
陸
軍
省
か
ら
、｢
麦
と
兵
隊｣
を
歌
に
し
て
、
レ
コ
ー
ド
を
吹
き
込
む
か
ら
許
可
し
ろ
と
い
ふ
手
紙
が
来
た｣
｢
芝
居
は
東
京
だ
け
か
も
知
れ
な
い
が
、
松
竹
で
作
る
映
画
は
若
松
の
方
に
も
無
論
行
く
だ
ら
う｣ (
６)
。
『
麦
と
兵
隊』
の
初
出
は
『
改
造』
一
九
三
八
年
八
月
号
。
改
造
社
版
単
行
本
の
初
版
発
行
日
は
同
年
九
月
一
九
日
だ
か
ら
、
初
出
テ
ク
ス
ト
の
発
表
直
後
か
ら
、
映
画
化
を
含
む
大
が
か
り
な
メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
内
容
で
あ
る
。
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
、
火
野
の
筆
致
は
い
さ
さ
か
高
揚
気
味
だ
が
、
注
意
し
た
い
の
は
、
火
野
が
松
竹
で
の
映
画
化
を
｢
決
定｣
と
い
う
語
で
表
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
初
出
『
麦
と
兵
隊』
の
掲
載
誌
選
定
に
は
、
陸
軍
(
と
く
に
、
火
野
が
所
属
し
た
中
支
那
派
遣
軍)
の
強
い
意
向
が
介
在
し
て
い
た
。
火
野
も
、
先
掲
の
金
五
郎
宛
書
簡
で
、｢｢
麦
と
兵
隊｣
に
つ
き
ま
し
て
、
舞
台
化
や
、
映
画
化
に
は
、
陸
軍
の
方
か
ら
特
別
の
指
導
や
援
助
を
す
る
模
様
で
あ
り
ま
す｣
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
火
野
が
書
簡
に
記
し
た
内
容
は
、
す
で
に
リ
ー
ク
さ
れ
た
情
報
で
も
あ
っ
た
。
一
九
三
八
年
八
月
二
七
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞』
夕
刊
で
、
松
竹
大
船
が
｢
国
民
精
神
総
動
員
の
体
制
に
順
応｣
す
る
企
画
と
し
て
、
高
田
保
原
作
・
島
津
保
次
郎
監
督
『
日
本
人』
に
続
き
、
シ
ナ
リ
オ
高
田
保
・
監
督
清
水
宏
で
『
麦
と
兵
隊』
の
製
作
を
決
定
、｢
こ
の
映
画
を
力
め
て
文
芸
の
香
り
高
き
大
作
た
ら
し
む
べ
く
、
出
来
れ
ば
目
下
○
○
に
あ
る
小
津
安
二
郎
監
督
と
も
連
絡
を
取
つ
て
万
全
を
期
し
た
い
と
大
変
な
意
気
込
み
で
、
準
備
完
了
次
第
清
水
監
督
は
男
優
軍
を
率
ゐ
て
上
海
、
南
京
方
面
に
大
ロ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
を
敢
行
す
る｣
予
定
だ
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
無
署
名
｢〝
麦
と
兵
隊〞
を
松
竹
で
映
画
化
す
清
水
監
督
俳
優
を
引
導
し
て｣)
。
も
ち
ろ
ん
明
ら
か
な
ア
ド
バ
ル
ー
ン
記
事
と
見
る
べ
き
内
容
だ
が
、
小
津
安
二
郎
の
名
が
出
て
い
る
の
が
興
味
を
惹
く
。
小
津
は
火
野
よ
り
三
歳
年
長
、
三
三
歳
で
応
召
し
、
火
野
と
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
上
海
派
遣
軍
の
一
員
(
田
中
真
澄
一
〇
六
は
、
小
津
の
所
属
部
隊
を
野
戦
瓦
斯
第
二
中
隊
(
部
隊
長
＝
指
宿
三
郎
少
佐)
と
推
定
し
て
い
る)
と
し
て
出
征
し
て
い
る
(
７)
。
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
小
津
の
｢
陣
中
日
誌｣
に
は
、
火
野
の
『
麦
と
兵
隊』
を
｢
徐
州
会
戦
に
参
加
し
た
僕
に
も
、
た
と
え
ば
麦
の
海
な
り
麦
畑
を
横
切
っ
て
進
む
行
軍
な
り
、
時
に
は
よ
り
ど
こ
ろ
な
く
感
じ
る
銃
後
に
対
し
て
の
忿
懣
な
り
に
、
共
感
の
点
が
あ
り
、
敵
襲
に
際
し
て
の
作
者
の
行
動
措
置
に
も
頷
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た｣
と
高
く
評
価
す
る
一
方
で
、『
土
と
兵
隊』
に
つ
い
て
は
、｢
火
野
葦
平
の
そ
の
仲
間
の
そ
の
上
官
の
そ
れ
等
へ
の
功
績
報
告
書｣
｢
軍
の
知
遇
に
感
じ
て
少
し
く
脂
っ
こ
く
御
用
を
相
つ
と
め
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
仲
々
多
い｣
と
手
厳
し
い
(
８)
。
小
津
当
人
の
戦
場
体
験
と
の
か
か
わ
り
も
含
め
、
も
し
小
津
に
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
の
話
が
伝
わ
っ
て
い
た
ら
と
想
像
す
る
こ
と
は
楽
し
い
が
、
そ
れ
は
本
稿
の
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
っ
て
押
さ
え
る
べ
き
は
、
当
初
の
時
点
で
は
火
野
自
身
も
、
お
そ
ら
く
陸
軍
側
も
『
麦
と
兵
隊』
は
松
竹
か
ら
映
画
化
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
メ
ガ
ホ
ン
を
取
る
の
は
清
水
宏
。
映
画
史
的
に
言
え
ば
、
彼
が
『
有
り
が
と
う
さ
ん』
(
一
九
三
六
年
二
月)
、『
風
の
中
の
子
供』
(
一
九
三
七
年
一
一
月)
、『
按
摩
と
女』
(
一
九
三
八
年
七
月)
な
ど
、
次
々
と
佳
作
を
発
表
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
当
た
る
。
清
水
は
、
一
九
三
八
年
九
月
に
肥
後
博
と
と
も
に
若
松
の
火
野
留
守
宅
で
金
五
郎
と
面
談
を
済
ま
せ
、
上
海
で
は
『
土
と
兵
隊』
執
筆
中
の
火
野
や
、｢
従
軍
ペ
ン
部
隊｣
の
一
員
と
し
て
南
京
に
向
か
う
直
前
の
久
米
正
雄
と
も
接
触
し
て
い
る
(
清
水
｢
麦
と
兵
隊
を
訪
ね
て｣
『
映
画
之
友』
一
九
三
八
年
一
二
月)
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
を
得
意
と
し
、『
有
り
が
と
う
さ
ん』
や
『
按
摩
と
女』
で
は
、
山
あ
い
の
渓
谷
を
流
れ
る
川
が
キ
ラ
キ
ラ
と
日
差
し
を
反
射
す
る
情
景
を
印
象
的
に
フ
ィ
ル
ム
へ
と
定
着
さ
せ
た
清
水
が
、
地
平
線
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
黄
金
色
の
麦
畑
を
撮
っ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
わ
け
だ
。
し
か
し
、『
麦
と
兵
隊』
を
ど
の
よ
う
な
映
画
に
す
る
か
に
は
、
そ
れ
な
り
の
揺
れ
も
あ
っ
た
。
最
初
の
報
道
で
は
劇
映
画
と
し
て
の
構
想
が
語
ら
れ
て
い
た
が
(
だ
か
ら
小
津
の
名
も
出
た
わ
け
だ)
、
新
聞
記
事
ベ
ー
ス
で
の
続
報
で
は
、｢
陸
軍
省
の
応
援｣
を
得
て
｢
実
在
の
主
人
公
で
あ
る
葦
平
軍
曹
を
そ
の
ま
ゝ
こ
の
映
画
の
主
人
公
に
配
し
多
数
の
兵
士
を
も
動
員
す
る
計
画
で
、
素
晴
ら
し
い
記
録
映
画
と
し
て
わ
が
戦
争
映
画
の
一
歩
前
進
を
約
束
す
る｣
は
ず
だ
、
と
内
容
が
変
化
し
て
い
る
(
無
署
名
｢〝
麦
と
兵
隊〞
自
作
自
演
葦
平
軍
曹
主
人
公
に
〝
俳
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
一
〇
七
優
の
な
い
映
画〞｣
『
大
阪
朝
日
新
聞
中
支
版』
一
九
三
八
年
九
月
二
二
日)
。
そ
も
そ
も
『
麦
と
兵
隊』
は
、
報
道
班
員
・
火
野
葦
平
に
よ
る
日
録
体
の
テ
ク
ス
ト
だ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
作
り
に
く
か
っ
た
と
い
う
事
情
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
同
時
代
の
｢
大
陸
映
画｣
を
め
ぐ
る
動
向
で
あ
る
。
晏 尼
が
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
、
日
中
開
戦
後
、
各
映
画
会
社
は
中
国
大
陸
で
の
戦
争
に
取
材
し
た
映
画
を
多
く
製
作
し
た
が
、｢
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
の
大
陸
が
あ
た
か
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
に｣
扱
わ
れ
た
も
の
や
、｢
タ
イ
ト
ル
に
大
陸
を
貼
り
付
け
た
り
す
る
だ
け
の
作
品｣
ば
か
り
が
目
に
つ
く
状
況
だ
っ
た
(
９)
。
そ
し
て
、
そ
の
象
徴
的
な
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
、
長
谷
川
一
夫
・
李
香
蘭
の
｢
大
陸
三
部
作｣
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
映
画
批
評
は
、
こ
う
し
た
｢
大
陸
も
の｣
劇
映
画
を
｢
際
物｣
と
酷
評
、｢
大
陸
三
部
作｣
も
、
圧
倒
的
な
観
客
動
員
と
は
裏
腹
に
、
批
評
家
た
ち
の
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
じ
っ
さ
い
、『
麦
と
兵
隊』
の
映
画
化
を
｢
時
局
的
に
絶
好
な
作
品
、
と
い
つ
た
や
う
な
点
だ
け
が
買
は
れ
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い｣
と
危
惧
す
る
声
は
、
確
か
に
挙
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
(
田
中
三
郎
｢
旬
報
ゑ
と
だ
ん
ぎ｣
『
キ
ネ
マ
旬
報』
一
九
三
八
年
九
月
一
一
日)
。
加
え
て
、
も
し
松
竹
が
｢
記
録
映
画｣
的
な
方
向
性
を
模
索
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
東
宝
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
支
那
事
変
後
方
記
録
上
海』
(
亀
井
文
夫
編
集
、
一
九
三
八
年)
『
戦
線
後
方
記
録
映
画
南
京』
(
秋
元
憲
編
集
、
一
九
三
八
年)
の
高
い
評
価
を
意
識
し
た
可
能
性
が
あ
る
。『
キ
ネ
マ
旬
報』
に
は
、
小
さ
な
記
事
で
は
あ
る
が
、
松
竹
大
船
が
｢
国
策
的
見
地
に
立
脚｣
す
る
た
め
に
｢
文
化
映
画
部
の
陣
容
強
化｣
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
う
え
で
、
キ
ネ
マ
旬
報
社
も
協
力
し
て
｢
清
水
宏
監
督
が
現
地
撮
影
の
｢
麦
と
兵
隊｣
の
製
作
を
機
に
第
一
線
へ
の
飛
躍
を
試
る
(
マ
マ)
こ
と｣
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
(
無
署
名
｢
本
社
と
協
力
大
船
又
映
画
部
陣
容
強
化｣
一
九
三
八
年
一
〇
月
一
日)
。
清
水
宏
は
、
先
掲
の
エ
ッ
セ
イ
｢
麦
と
兵
隊
を
訪
ね
て｣
で
、
東
宝
で
『
南
京』
の
製
作
を
担
当
し
た
松
崎
啓
次
と
上
海
で
会
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
い
っ
た
い
二
人
は
何
の
話
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
( )
。
②
松
竹
・
日
活
の
競
作
？
玉
井
金
五
郎
の
当
惑
一
〇
八
だ
が
、
一
九
三
八
年
末
に
な
っ
て
、
事
態
は
大
き
く
動
く
こ
と
に
な
る
。『
東
京
朝
日
新
聞』
一
九
三
八
年
一
一
月
三
〇
日
付
け
の
記
事
で
、
日
活
が
『
麦
と
兵
隊』
『
土
と
兵
隊』
映
画
化
権
を
｢
正
式
に
獲
得｣
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
記
事
は
、｢
之
に
よ
つ
て
こ
れ
等
を
映
画
化
す
る
意
向
の
あ
る
松
竹
が
正
式
に
決
定
す
る
と
す
れ
ば
こ
ゝ
に
競
映
が
実
現
す
る
わ
け
で
あ
る｣
と
結
ば
れ
て
い
た
(
無
署
名
｢
火
野
氏
の
作
品
日
活
で
映
画
化
松
竹
と
競
映
？｣)
。
松
竹
で
の
企
画
が
｢
意
向｣
段
階
で
あ
る
か
の
よ
う
な
言
い
方
が
気
に
な
る
が
、
こ
れ
に
慌
て
た
の
が
、
若
松
の
留
守
宅
を
預
か
る
玉
井
金
五
郎
だ
っ
た
。
こ
の
件
で
、
金
五
郎
が
戦
地
の
火
野
に
送
っ
た
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
内
容
を
含
む
の
で
、
長
文
と
な
る
が
、
引
用
し
て
お
き
た
い
(
引
用
文
中
の
傍
線
は
引
用
者)
。
拝
啓
其
後
無
事
御
健
闘
ヲ
シ
テ
居
ル
事
ト
思
ヒ
マ
ス
内
モ
子
供
等
初
メ
一
家
無
事
デ
ス
御
休
意
下
サ
イ
マ
セ
今
度
中
山
氏
ガ
渡
広
ニ
当
リ
御
話
ヲ
承
リ
マ
シ
タ
日
活
ニ
対
シ
土
麦
ト
兵
隊
映
画
化
ノ
契
約
ガ
決
定
セ
ラ
レ
シ
件
ニ
付
今
日
肥
後
博
氏
ノ
来
訪
ヲ
受
御
話
ニ
依
リ
マ
ス
ト
日
活
カ
契
約
ヲ
成
立
シ
テ
映
画
化
ノ
独
専
権
ヲ
得
タ
ト
宣
伝
的
ニ
申
シ
テ
居
リ
其
談
話
ノ
内
ニ
肥
後
氏
ガ
菊
池
氏
ニ
契
約
ノ
件
伺
ヒ
マ
シ
タ
所
日
活
ト
ハ
契
約
シ
タ
ガ
君
ノ
方
ニ
ハ
契
約
ハ
無
イ
ジ
ヤ
ア
無
イ
カ
ト
言
ハ
レ
ソ
レ
ハ
契
約
ト
カ
物
質
ト
カ
ハ
ノ
キ
ニ
シ
タ
情
誼
上
ノ
契
約
ガ
○
○
(
マ
マ)
中
佐
殿
ト
有
ウ
ト
肥
後
氏
ガ
答
ヘ
タ
リ
ソ
レ
デ
○
○
氏
ト
照
合
ス
ル
ト
言
ハ
レ
タ
ソ
ウ
デ
ス
父
モ
何
事
モ
一
切
ニ
フ
レ
ヌ
ツ
モ
リ
デ
居
リ
マ
シ
テ
此
件
日
活
高
村
氏
ヨ
リ
井
上
安
常
氏
大
場
彦
三
郎
両
氏
ヲ
通
ジ
相
談
ハ
有
リ
マ
シ
タ
ガ
断
テ
居
リ
マ
シ
タ
所
中
山
氏
見
送
リ
ノ
節
ニ
此
件
ニ
付
テ
中
山
氏
ニ
伺
ヒ
マ
シ
タ
所
東
京
ニ
テ
諒
解
ヲ
与
ヘ
テ
キ
タ
ト
ノ
話
デ
ア
リ
マ
シ
タ
為
ニ
今
日
迄
ノ
松
竹
ト
ノ
関
係
其
他
肥
後
清
水
御
両
氏
モ
現
地
上
海
迄
乗
出
運
動
ノ
有
タ
事
モ
承
知
シ
テ
居
リ
案
外
ノ
感
ハ
致
シ
マ
シ
タ
ガ
此
様
ナ
ル
方
面
ノ
経
験
ヲ
持
タ
ヌ
父
ハ
親
友
ノ
顔
立
ニ
モ
ナ
リ
中
山
氏
ノ
言
ヲ
諒
ト
シ
テ
菊
池
氏
ニ
書
面
ヲ
ツ
ケ
タ
様
ナ
事
デ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
今
日
肥
後
氏
ヨ
リ
承
レ
バ
日
活
デ
ハ
私
ト
契
約
シ
タ
ト
申
サ
レ
テ
居
ル
由
ニ
テ
■
(
一
字
不
明)
分
ハ
遺
憾
ニ
思
ヒ
日
活
ノ
高
村
氏
ヨ
リ
急
報
ヲ
以
テ
広
東
ノ
中
山
氏
ヤ
勝
則
ニ
根
本
ニ
付
テ
松
竹
ト
ノ
契
約
又
ハ
○
○
中
佐
殿
ト
勝
則
ガ
一
任
シ
テ
有
タ
モ
ノ
カ
今
一
ツ
ハ
中
山
氏
ニ
松
竹
対
○
○
中
佐
殿
ト
ノ
約
束
ガ
｢
テ
ッ
テ
イ｣
シ
テ
ナ
カ
ツ
タ
カ
又
其
他
ニ
何
カ
理
由
ガ
有
テ
ノ
事
カ
両
社
ノ
権
利
争
ヒ
ガ
公
ニ
天
下
ニ
サ
ラ
ケ
出
サ
レ
○
○
中
佐
殿
ヤ
勝
則
ヤ
父
等
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
一
〇
九
ノ
名
ガ
出
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
ト
面
白
カ
ラ
ヌ
事
ニ
モ
ナ
リ
是
ガ
真
相
ヲ
至
急
御
知
セ
下
サ
イ
マ
セ
ン
カ
肥
後
氏
ノ
話
ニ
情
報
部
ノ
柴
野
中
佐
殿
ニ
肥
後
氏
ガ
松
竹
ノ
立
場
ヲ
申
上
タ
所
ガ
葦
平
君
ノ
父
ガ
契
約
シ
タ
ト
有
レ
バ
是
非
ナ
イ
カ
ラ
相
方
両
会
社
デ
ヤ
ツ
テ
ハ
ト
申
サ
レ
タ
由
承
リ
テ
父
ハ
残
念
ニ
思
ヒ
マ
シ
タ
父
ノ
立
場
ハ
肥
後
氏
ニ
一
切
ヲ
申
上
テ
諒
解
ハ
出
来
マ
シ
タ
ガ
此
様
ナ
権
利
ニ
関
ス
ル
事
等
ニ
父
ガ
出
タ
ト
思
ハ
レ
ル
事
ガ
世
間
ニ
モ
葦
平
ノ
名
前
ニ
対
シ
テ
好
ク
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
此
書
面
着
キ
次
第
出
来
レ
バ
電
報
ニ
テ
御
返
事
下
サ
イ
都
合
デ
ハ
父
ガ
正
月
休
ヲ
兼
而
上
京
シ
テ
円
満
ニ
咄
ヲ
形
ズ
ケ
タ
イ
ト
モ
思
フ
テ
オ
リ
マ
ス
中
山
氏
ニ
モ
別
紙
出
タ
筈
デ
ス
ガ
ヨ
ロ
シ
ク
申
シ
テ
下
サ
イ
( )金五郎
の
文
面
は
い
さ
さ
か
ま
わ
り
く
ど
い
が
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。( )
『
麦
と
兵
隊』
『
土
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
っ
て
、
日
活
と
の
契
約
を
主
導
し
た
の
は
東
京
の
中
山
省
三
郎
。
日
活
は
、｢
映
画
化
ノ
独
専
権
ヲ
得
タ
ト
宣
伝｣
し
て
い
る
。
こ
の
手
紙
に
先
だ
っ
て
、
金
五
郎
の
と
こ
ろ
に
も
、
日
活
の
｢
高
村
氏｣
｢
井
上
安
常
氏
大
場
彦
三
郎
両
氏｣
か
ら
｢
相
談｣
が
来
て
い
た
が
、
金
五
郎
は
｢
何
事
モ
一
切
ニ
フ
レ
ヌ
ツ
モ
リ｣
で
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。( )
中
山
省
三
郎
が
中
国
・
広
州
に
向
か
う
直
前
、
若
松
に
立
ち
寄
り
、
金
五
郎
に
日
活
で
の
映
画
化
に
つ
い
て
伝
え
た
。
金
五
郎
は
、
松
竹
の
話
を
聞
い
て
い
た
し
、｢
肥
後
清
水
御
両
氏
モ
現
地
上
海
迄
乗
出
運
動
ノ
有
タ
事
ヲ
承
知｣
し
て
い
た
の
で
不
思
議
に
思
っ
た
が
、
中
山
を
信
頼
し
、｢
菊
池
氏
ニ
書
面
ヲ
ツ
ケ
タ｣
。( )
報
道
を
知
っ
た
肥
後
が
若
松
を
再
訪
、
以
下
の
内
容
を
伝
え
た
。
日
活
の
宣
伝
に
つ
い
て
｢
菊
池
氏｣
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
日
活
と
は
｢
契
約｣
が
あ
る
が
、
松
竹
は
そ
う
で
は
な
い
、
と
言
わ
れ
た
。
肥
後
は
、
確
か
に
書
面
を
取
り
交
わ
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
松
竹
側
は
｢
○
○
中
佐｣
と
｢
情
誼
上
ノ
契
約｣
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
応
じ
た
。( )
肥
後
に
よ
れ
ば
、
日
活
側
は
、
自
分
た
ち
は
金
五
郎
と
契
約
し
た
、
と
吹
聴
し
て
い
る
。
陸
軍
情
報
部
の
柴
野
中
佐
か
ら
は
、｢
葦
平
君
ノ
父
ガ
契
約
シ
タ
ト
有
レ
バ
是
非
ナ
イ
カ
ラ｣
、
い
っ
そ
両
社
で
や
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
話
も
出
た
。
困
惑
し
た
金
五
郎
は
、
自
分
が
火
野
作
品
の
権
利
関
係
の
こ
と
に
出
し
ゃ
ば
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
く
な
い
し
、
松
竹
・
日
活
の
競
合
が
火
野
や
○
○
中
佐
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
は
申
し
訳
が
立
た
な
い
か
ら
、
自
分
が
上
京
し
て
交
渉
に
あ
た
っ
て
も
よ
い
、
一
一
〇
と
書
い
て
い
る
。
金
五
郎
の
焦
慮
が
如
実
に
伝
わ
る
文
面
な
の
で
、
少
し
補
足
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
文
中
の
｢
菊
池
氏｣
は
、
お
そ
ら
く
菊
池
寛
だ
ろ
う
。
拙
論
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
菊
池
は
火
野
の
芥
川
賞
受
賞
後
第
一
作
に
あ
た
る
『
麦
と
兵
隊』
が
『
改
造』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
憤
り
、
戦
地
の
火
野
宛
に
難
詰
す
る
手
紙
を
送
り
付
け
て
い
た
。
火
野
は
小
林
秀
雄
に
仲
裁
を
依
頼
、
そ
の
取
り
な
し
で
『
土
と
兵
隊』
の
初
出
は
『
文
藝
春
秋』
に
掲
げ
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
( )
。｢
○
○
中
佐｣
は
、
金
五
郎
が
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
を
憚
り
、
し
か
も
火
野
と
の
間
で
符
牒
だ
け
で
了
解
さ
れ
る
人
物
だ
か
ら
、
火
野
を
陸
軍
報
道
部
に
引
き
抜
く
上
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
中
支
那
派
遣
軍
報
道
部
長
の
馬
淵
逸
雄
中
佐
か
。｢
柴
野
中
佐｣
は
、
陸
軍
省
情
報
部
で
美
術
・
演
劇
・
映
画
を
担
当
し
た
柴
野
為
亥
知
の
こ
と
だ
ろ
う
( )
。
こ
の
と
き
柴
野
は
、｢
映
画
演
劇
に
出
て
来
る
陸
軍
関
係
の
内
閲｣
を
行
っ
て
い
た
(
吉
川
英
治
、
岸
田
国
士
、
長
谷
川
時
雨
、
柴
野
中
佐
、
城
戸
四
郎
ほ
か
｢
躍
進
日
本
を
彩
る
三
聖
代
を
貫
く
精
神
映
画
｢
日
本
人｣
を
繞
る
座
談
会｣
『
東
京
朝
日
新
聞』
一
九
三
八
年
一
一
月
三
〇
日
〜
一
二
月
四
日)
。
映
画
版
『
麦
と
兵
隊』
を
め
ぐ
る
激
し
い
つ
ば
ぜ
り
あ
い
は
、
一
躍
メ
デ
ィ
ア
の
寵
児
と
な
っ
た
｢
火
野
葦
平｣
イ
メ
ー
ジ
の
肥
大
化
を
象
徴
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
言
え
る
。
こ
の
一
九
三
八
年
末
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、『
東
京
朝
日
新
聞』
『
大
阪
朝
日
新
聞』
で
『
花
と
兵
隊』
が
、
『
東
京
日
日
新
聞』
『
大
阪
毎
日
新
聞』
で
『
海
と
兵
隊』
(
単
行
本
化
の
際
に
『
広
東
進
軍
抄』
と
改
題)
が
同
時
連
載
さ
れ
る
と
い
う
異
例
の
事
態
が
起
こ
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
戦
争
を
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
た
大
手
メ
デ
ィ
ア
企
業
が
、
こ
ぞ
っ
て
｢
火
野
葦
平｣
と
い
う
記
号
を
貪
欲
に
欲
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
の
火
野
本
人
が
｢
不
気
味
な
も
の
を
感
じ
た｣
と
述
懐
し
た
、
仁
義
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
金
五
郎
の
当
惑
は
想
像
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
( )
。
だ
が
、
頼
む
か
ら
｢
真
相｣
を
伝
え
て
欲
し
い
と
書
き
送
っ
た
こ
の
手
紙
に
対
す
る
返
信
は
、
現
在
確
認
で
き
て
い
な
い
。
火
野
の
親
友
で
、
東
京
で
彼
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
活
動
し
た
中
山
省
三
郎
の
コ
メ
ン
ト
も
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
か
ら
戻
っ
た
清
水
宏
は
、
着
々
と
構
想
と
準
備
を
進
め
て
い
た
。『
キ
ネ
マ
旬
報』
一
九
三
九
年
一
月
一
日
号
に
は
、
の
ち
に
日
活
で
の
映
画
版
『
麦
と
兵
隊』
の
監
督
に
擬
せ
ら
れ
た
内
田
吐
夢
ら
と
の
座
談
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
清
水
は
、『
麦
と
兵
隊』
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
一
一
一
に
つ
い
て
、
季
節
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
自
分
と
し
て
は
『
土
と
兵
隊』
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と
、｢
正
月
匆
々｣
に
は
中
国
大
陸
で
の
撮
影
を
始
め
た
い
が
、
杭
州
湾
で
の
｢
敵
前
上
陸｣
シ
ー
ン
に
陸
軍
の
許
可
が
出
な
い
の
で
｢
弱
つ
て
ゐ
る｣
と
語
っ
て
い
た
(
内
田
吐
夢
、
清
水
宏
、
飯
田
心
美
ほ
か
｢
内
田
吐
夢
・
清
水
宏
映
画
放
談｣)
。
つ
ま
り
、
東
京
の
陸
軍
省
(
情
報
部
だ
ろ
う)
も
、
こ
の
時
点
で
は
松
竹
で
の
製
作
を
前
提
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
③
日
活
で
の
映
画
化
企
画
満
洲
映
画
協
会
と
の
接
点
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
権
を
め
ぐ
る
｢
熾
烈
な
獲
得
戦｣
は
、
翌
一
九
三
九
年
一
月
下
旬
、
日
活
側
に
軍
配
が
上
が
る
か
た
ち
で
幕
引
き
が
図
ら
れ
た
(
無
署
名
｢｢
兵
隊｣
二
部
作
日
活
で
製
作
決
定｣
『
キ
ネ
マ
旬
報』
一
九
三
九
年
二
月
一
日
、
無
署
名
｢
短
信
消
息｣
『
文
化
映
画』
一
九
三
九
年
二
月)
。
一
月
二
〇
日
に
、
日
活
が
『
麦
と
兵
隊』
『
土
と
兵
隊』
の
独
占
映
画
化
、
松
竹
が
両
作
の
製
作
中
止
を
正
式
に
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て
も
、
両
社
の
間
で
水
面
下
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
陸
軍
側
も
関
与
し
た
公
算
が
大
き
い
が
、
現
段
階
で
は
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
先
に
引
い
た
『
キ
ネ
マ
旬
報』
の
記
事
に
は
、｢
日
活
で
は
田
坂
具
隆
監
督
の
シ
ナ
リ
オ
が
脱
稿
し
た
の
で
、
山
崎
営
業
部
長
、
中
田
製
作
部
長
、
他
一
行
五
名
は
陸
軍
報
道
部
の
正
式
許
可
と
後
援
を
得
て
二
十
八
日
東
京
発
三
十
日
長
崎
出
帆
の
上
海
丸
で
現
地
関
係
者
と
の
最
後
的
交
渉
及
び
ロ
ケ
ハ
ン
に
出
発｣
す
る
と
伝
え
ら
れ
た
。
日
活
が
社
を
あ
げ
て
こ
の
企
画
に
取
り
組
も
う
と
し
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
三
九
年
初
頭
は
、
映
画
業
界
で
｢
火
野
葦
平｣
が
最
も
商
品
価
値
を
持
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
あ
も
あ
る
。『
読
売
新
聞』
の
記
事
｢
大
当
り
の
葦
平
物
五
本
映
画
化
極
る｣
(
一
九
三
九
年
三
月
三
日)
で
は
、
日
活
＝
田
坂
具
隆
の
『
麦
と
兵
隊』
『
土
と
兵
隊』
の
ほ
か
、
新
興
キ
ネ
マ
が
『
花
と
兵
隊』
を
、
東
宝
京
都
が
村
山
知
義
・
今
井
正
の
共
同
演
出
で
『
煙
草
と
兵
隊』
を
製
作
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
成
瀬
巳
喜
男
は
火
野
出
征
前
の
作
品
で
あ
る
『
河
豚』
を
脚
色
・
演
出
す
る
プ
ラ
ン
が
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。『
土
と
兵
隊』
以
外
は
実
一
一
二
現
し
な
か
っ
た
企
画
ば
か
り
だ
が
、
ど
ん
な
映
画
に
な
っ
た
か
、
想
像
を
か
き
立
て
て
く
れ
る
話
題
で
は
あ
る
。
だ
が
、
ま
ず
こ
こ
で
は
、
日
活
に
よ
る
『
土
と
兵
隊』
に
、
軍
や
政
府
の
大
が
か
り
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
さ
き
に
名
前
を
挙
げ
た
馬
淵
逸
雄
の
著
書
『
報
道
戦
線』
(
改
造
社
、
一
九
四
一
年)
に
は
、
こ
の
映
画
に
対
す
る
軍
の
積
極
的
な
協
力
態
勢
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
、｢
撮
影
隊
は
、
昭
和
十
四
年
三
月
よ
り
約
三
ヶ
月
間
に
渉
り
、
関
係
各
部
隊
と
連
絡
し
、
多
大
の
便
宜
を
供
与
し
た｣
。
そ
の
間
、
第
二
二
師
団
(
編
成
地
＝
宇
都
宮)
所
属
の
兵
士
が
｢
絶
大
な
る
後
援
を
与
へ
た｣
と
い
う
の
は
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
の
出
演
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、『
土
と
兵
隊』
は
、
当
時
の
｢
国
策｣
に
叶
っ
た
映
画
と
し
て
検
閲
手
数
料
が
免
除
と
な
り
、
一
九
四
〇
年
に
は
文
部
省
推
薦
映
画
に
も
登
録
さ
れ
た
。
日
活
は
撮
影
中
か
ら
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア
露
出
を
企
て
た
が
、
中
で
も
興
味
深
い
の
は
、
上
海
派
遣
軍
(
当
時)
の
杭
州
湾
上
陸
作
戦
二
周
年
を
記
念
し
て
、
当
時
の
指
揮
官
だ
っ
た
柳
川
平
助
興
亜
院
総
裁
(
陸
軍
中
将)
と
幕
僚
が
映
画
『
土
と
兵
隊』
の
鑑
賞
会
を
催
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
(
無
署
名
｢
銀
幕
で
見
る
〝
あ
の
日〞
｢
面
白
い
ね｣
と
当
時
の
覆
面
司
令
官
き
の
ふ
柳
川
部
隊
長｣
『
東
京
朝
日
新
聞』
一
九
三
九
年
一
一
月
六
日)
。
し
か
も
、
こ
の
記
事
の
下
に
は
、
ま
る
で
符
節
を
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
、｢
火
野
葦
平
軍
曹
帰
還｣
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
映
画
『
土
と
兵
隊』
公
開
は
、
映
画
が
描
い
た
過
去
の
作
戦
を
想
起
さ
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
火
野
本
人
の
｢
帰
還｣
と
連
動
す
る
時
期
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
日
活
だ
け
の
力
で
企
画
で
き
た
と
は
考
え
に
く
い
。
日
活
版
『
麦
と
兵
隊』
は
、
こ
う
し
た
大
ヒ
ッ
ト
作
の
〈
第
二
弾〉
と
し
て
予
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
日
活
側
も
す
ぐ
に
『
麦
と
兵
隊』
の
準
備
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
わ
た
し
が
調
査
し
た
限
り
、
次
の
動
き
が
見
え
て
く
る
の
は
、
一
九
四
〇
年
七
月
の
段
階
で
あ
る
。
日
活
と
の
契
約
を
主
導
し
た
中
山
省
三
郎
が
、
若
松
に
戻
っ
た
火
野
に
｢
映
画
『
麦
と
兵
隊』
の
こ
と
が
特
に
持
ち
あ
が
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
君
の
上
京
を
待
つ
て
懇
談
と
い
ふ
こ
と
に
し
て
あ
る
。
か
な
り
大
規
模
な
話
！｣
と
書
き
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
(
一
九
四
〇
年
七
月
二
九
日
付) ( )
。
中
山
が
興
奮
し
た
理
由
は
、
同
年
一
一
月
二
五
日
付
書
簡
の
中
身
か
ら
推
察
で
き
る
。
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
一
一
三
ど
う
や
ら
映
画
版
『
麦
と
兵
隊』
を
、
日
活
と
満
洲
映
画
協
会
の
共
同
製
作
と
す
る
話
が
持
ち
あ
が
っ
て
い
た
よ
う
な
の
だ
。
○
高
村
氏
と
海
岸
に
ゐ
る
水
町
君
を
訪
れ
二
泊
し
て
帰
つ
て
来
た
。
水
町
君
の
シ
ナ
リ
オ
は
程
な
く
成
つ
て
君
の
意
見
を
き
き
、
更
に
満
洲
へ
行
つ
て
完
成
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
高
村
氏
は
そ
れ
に
つ
き
、
一
日
ご
と
若
松
に
ゆ
き
一
泊
し
て
渡
満
の
筈
で
あ
る
。
二
日
か
三
日
の
飛
行
機
(
福
岡
―
新
京)
を
ぜ
ひ
と
も
頼
ん
で
欲
し
い
由
( )
。
｢
高
村
氏｣
は
、
以
前
の
中
山
書
簡
に
も
名
前
が
あ
っ
た
、
日
活
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
高
村
正
次
の
こ
と
。｢
水
町
君｣
は
お
そ
ら
く
水
町
青
磁
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
中
山
書
簡
の
欄
外
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
残
さ
れ
て
い
た
。
高
村
氏
よ
り
／
色
紙
の
頼
み
。
／
こ
れ
は
満
洲
へ
の
／
お
み
や
げ
で
あ
る
。
土
と
兵
隊
／
為
林
顕
蔵
氏
花
と
兵
隊
／
為
甘
粕
正
彦
氏
麦
と
兵
隊
／
為
根
岸
寛
一
氏
右
は
絵
と
文
(
い
つ
も
の)
／
計
三
枚
で
あ
る
( )
。
甘
粕
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
満
洲
映
画
協
会
の
理
事
長
。
根
岸
寛
一
は
当
時
満
映
理
事
で
製
作
部
長
。
林
顕
蔵
は
、
満
鉄
出
身
で
満
映
創
業
当
時
か
ら
の
理
事
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
枚
の
｢
色
紙｣
は
満
映
の
大
幹
部
へ
の
｢
お
み
や
げ｣
で
あ
る
。
中
山
は
こ
の
計
画
に
相
当
注
力
し
て
い
た
よ
う
だ
。
翌
週
の
一
二
月
三
日
付
け
書
簡
(
速
達)
で
は
、
同
じ
く
日
活
で
進
ん
で
い
た
『
美
し
き
地
図』
映
画
化
の
交
渉
と
あ
わ
せ
て
、
高
村
の
母
親
が
重
病
で
満
洲
行
き
が
遅
れ
て
い
る
が
、『
麦
と
兵
隊』
前
半
の
シ
ナ
リ
オ
原
稿
が
中
一
一
四
山
の
と
こ
ろ
に
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
原
稿
に
火
野
が
｢
十
分
筆
を
加
へ
、
或
は
再
考
を
要
す
る
と
こ
ろ
は
｢
要
再
考｣
と
い
ふ
風
に
書
込
ん
で
も
ら
い
た
い｣
と
い
う
意
向
が
補
足
さ
れ
て
い
る
( )
。
同
じ
く
一
二
月
一
一
日
付
中
山
書
簡
で
は
、
い
よ
い
よ
後
半
部
分
の
シ
ナ
リ
オ
が
完
成
、
火
野
の
｢
訂
正
増
補｣
の
う
え
、
満
映
の
荒
巻
芳
郎
が
｢
映
画
台
本
と
し
て
の
コ
ン
テ
を
作｣
る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
る
、
と
あ
る
。
｢
な
ほ
先
日
申
越
の
色
紙
も
た
の
む
。
麦
土
花
三
枚
、
甘
粕
正
彦
、
林
顕
蔵
、
根
岸
寛
一
の
三
氏
へ
一
枚
づ
つ｣
と
念
押
し
し
て
い
る
あ
た
り
、
中
山
の
焦
り
も
伝
わ
っ
て
く
る
感
じ
だ
( )
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
中
山
書
簡
に
は
、
高
村
正
次
本
人
の
一
筆
も
同
封
さ
れ
て
い
た
。
日
活
＝
満
映
の
『
麦
と
兵
隊』
に
は
、
な
ん
と
李
香
蘭
の
出
演
が
予
定
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
一
、
筋
書
は
思
ふ
半
分
も
書
け
て
居
ま
せ
ん
一
、
李
香
蘭
其
他
を
出
す
の
は
従
来
の
兵
隊
映
画
に
一
向
婦
人
の
入
場
者
が
な
い
の
で
当
局
は
残
念
に
思
て
居
ま
す
物
質
の
節
約
を
婦
人
の
手
を
■
(
一
字
不
明)
ね
ば
な
ら
ぬ
訳
で
す
か
ら
今
度
は
初
め
よ
り
婦
人
向
に
し
て
常
設
館
へ
引
寄
せ
見
て
居
る
内
に
兵
隊
の
有
難
さ
と
戦
争
を
理
解
さ
せ
た
い
一
つ
の
野
心
も
あ
り
ま
す
撮
影
台
本
に
な
る
ま
で
に
は
相
当
変
化
さ
れ
て
行
き
ま
す
従
つ
て
今
送
る
分
は
ほ
ん
の
序
の
口
で
す
( )北九州市
立
文
学
館
で
の
調
査
の
際
、
こ
の
書
簡
を
見
つ
け
た
と
き
は
心
底
か
ら
驚
い
た
。
実
現
こ
そ
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
映
画
版
『
麦
と
兵
隊』
で
、
火
野
葦
平
と
李
香
蘭
と
い
う
日
中
戦
争
期
を
代
表
す
る
二
大
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
ー
の
競
演
が
見
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
。
こ
こ
で
の
｢
当
局｣
は
陸
軍
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
高
村
に
よ
れ
ば
、｢
当
局｣
は
｢
兵
隊
映
画｣
に
女
性
観
客
が
少
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
。
日
活
＝
満
映
の
『
麦
と
兵
隊』
は
、
そ
の
意
を
汲
ん
で
、
映
画
自
体
を
｢
婦
人
向｣
と
し
、
軍
需
最
優
先
の
物
資
不
足
の
時
代
に
生
き
る
女
性
た
ち
に
戦
争
協
力
の
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
一
一
五
だ
が
、
火
野
の
読
者
な
ら
誰
も
が
知
る
よ
う
に
、『
花
と
兵
隊』
な
ら
と
も
か
く
、
原
作
『
麦
と
兵
隊』
に
李
香
蘭
が
出
る
余
地
は
な
い
。
つ
ま
り
、
構
想
さ
れ
て
い
た
映
画
版
『
麦
と
兵
隊』
は
、
火
野
の
テ
ク
ス
ト
と
は
か
な
り
異
な
る
内
容
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
も
推
知
で
き
る
。
一
方
、
李
香
蘭
側
に
し
て
も
、
こ
の
企
画
を
受
け
る
意
義
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
の
は
、｢
大
陸
三
部
作｣
の
三
作
目
『
熱
砂
の
誓
ひ』
(
東
宝
＝
華
北
電
影
、
一
九
四
〇
年
一
二
月)
の
公
開
直
前
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
お
そ
ら
く
は
李
香
蘭
サ
イ
ド
も
｢
大
陸
三
部
作｣
以
降
の
展
開
を
模
索
し
て
い
た
時
期
に
当
た
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
李
香
蘭
の
出
演
作
と
そ
の
フ
ァ
ン
を
め
ぐ
っ
て
は
、
と
く
に
軍
の
側
か
ら
厳
し
い
批
判
の
声
が
挙
が
っ
て
い
た
。
古
川
隆
久
は
、
一
九
四
〇
年
七
月
公
開
の
『
支
那
の
夜』
(
東
宝
＝
中
華
電
影)
が
、
映
画
検
閲
強
化
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
う
当
時
の
証
言
を
紹
介
し
て
い
る
( )
。
日
活
＝
満
映
の
『
麦
と
兵
隊』
に
、
ど
の
時
点
で
李
香
蘭
が
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
高
村
書
簡
は
、
軍
内
部
に
も
李
香
蘭
の
動
員
力
を
評
価
す
る
声
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。
一
九
四
一
年
二
月
一
一
日
、
有
名
な
｢
日
劇
七
回
り
半
事
件｣
の
主
役
と
な
っ
た
李
香
蘭
の
人
気
は
、
そ
れ
ぐ
ら
い
爆
発
的
な
も
の
だ
っ
た
。
少
な
く
と
も
一
九
四
〇
年
夏
に
は
一
連
の
事
情
を
了
知
し
て
い
た
だ
ろ
う
中
山
省
三
郎
が
、｢
か
な
り
大
規
模
な
話
！｣
と
興
奮
す
る
の
も
肯
け
る
。
だ
が
、
中
山
が
繰
り
返
し
催
促
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
の
は
、
火
野
の
筆
が
進
ま
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
七
日
付
の
中
山
書
簡
で
は
、｢｢
麦
と
兵
隊｣
の
シ
ナ
リ
オ
原
稿
は
ど
う
な
つ
た
ら
う
。
原
作
者
と
し
て
不
満
も
希
望
も
大
い
に
あ
る
こ
と
と
思
ふ
が
、
そ
れ
ら
は
遠
慮
な
く
い
ふ
こ
と
。
と
に
も
か
く
に
も
君
の
返
事
を
待
つ｣
と
あ
る
( )
。
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
後
、
一
九
四
一
年
一
月
二
七
日
付
の
書
面
で
は
、｢
満
映
よ
り
、
製
作
部
長
、
脚
色
者
な
ど
上
京
し
て
君
の
来
る
の
を
待
つ
て
ゐ
る
。
高
村
氏
よ
り
は
、
ま
だ
か
ま
だ
か
と
い
つ
て
来
て
ゐ
る｣
と
速
達
で
書
き
送
っ
て
い
る
( )
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
考
え
る
と
、
製
作
部
長
は
根
岸
寛
一
、
脚
色
者
は
荒
巻
芳
郎
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
火
野
自
身
も
、
こ
の
件
を
忘
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
火
野
の
手
帳
｢
東
京
用
件
メ
モ｣
は
、
文
藝
春
秋
社
版
の
『
文
藝
手
帳』
(
一
九
四
〇
年
版)
に
、
一
九
四
一
年
二
月
の
上
京
時
の
用
件
を
備
忘
録
風
に
書
き
出
し
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
前
年
(
一
九
四
一
一
六
〇
年)
一
二
月
に
陸
軍
省
報
道
部
長
・
大
本
営
陸
軍
報
道
部
長
に
着
任
し
た
馬
淵
逸
雄
を
祝
う
宴
席
の
予
定
(
二
月
一
二
日)
と
と
も
に
、
｢
③
『
麦
と
兵
隊』
シ
ナ
リ
オ｣
の
文
字
が
記
さ
れ
、
鉛
筆
の
丸
囲
み
で
強
調
さ
れ
て
い
た
( )
。
ち
な
み
に
、
こ
の
｢
東
京
用
件
メ
モ｣
に
は
、
一
九
四
一
年
二
月
一
一
日
か
ら
四
月
五
日
ま
で
の
予
定
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
火
野
の
予
定
に
変
更
が
な
か
っ
た
な
ら
、｢
日
劇
七
回
り
半
事
件｣
の
当
日
、
火
野
は
東
京
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
火
野
は
、
自
ら
と
同
様
の
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
李
香
蘭
を
め
ぐ
る
騒
動
を
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
思
い
で
眺
め
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
火
野
葦
平
資
料
内
で
映
画
版
『
麦
と
兵
隊』
に
つ
い
て
書
か
れ
た
最
後
の
も
の
が
、
第
二
節
の
冒
頭
で
も
紹
介
し
た
弟
・
玉
井
政
雄
宛
書
簡
で
あ
る
(
一
九
四
一
年
四
月
一
日
付)
。
こ
の
書
簡
は
、
火
野
が
自
身
と
同
じ
く
中
国
に
出
征
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
も
果
た
し
て
い
た
弟
に
宛
て
て
、
六
芸
社
の
｢
帰
還
作
家
叢
書｣
シ
リ
ー
ズ
へ
の
参
加
を
伝
え
た
も
の
だ
が
、
そ
の
近
況
報
告
の
中
に
、｢｢
麦
と
兵
隊｣
撮
影
は
六
月
に
な
る
。
六
月
、
満
洲
、
北
支
に
わ
た
る
。
こ
れ
は
満
映
と
日
活
共
同
製
作
。
監
督
、
内
田
吐
夢
。
玉
井
伍
長
は
小
杉
勇
。
満
洲
で
は
、
関
東
軍
の
歴
史
を
書
く
こ
と
を
た
の
ま
れ
て
ゐ
る｣ ( )
と
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
監
督
と
し
て
内
田
吐
夢
の
名
前
が
出
て
い
る
。
だ
が
、
日
本
敗
戦
直
前
に
満
映
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
内
田
の
自
伝
や
評
伝
に
は
、『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
の
話
題
は
出
て
い
な
い
。
李
香
蘭
は
、
朝
鮮
軍
報
道
部
が
後
援
し
た
国
策
映
画
『
志
願
兵』
(
一
九
四
一
年
一
一
月)
に
出
た
あ
と
、
松
竹
で
佐
野
周
二
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
、『
蘇
州
の
夜』
(
一
九
四
一
年
一
二
月)
に
出
演
す
る
が
、
こ
の
あ
と
火
野
と
接
近
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
時
点
で
の
詳
細
は
ま
だ
掴
め
て
い
な
い
が
、
日
活
の
経
営
問
題
や
総
動
員
体
制
下
の
映
画
統
制
の
う
ね
り
の
中
で
、
映
画
版
『
麦
と
兵
隊』
企
画
は
頓
挫
し
た
よ
う
だ
。
３
｢
火
野
葦
平｣
と
は
誰
な
の
か
？
こ
こ
ま
で
、
幻
の
映
画
『
麦
と
兵
隊』
の
行
方
を
追
い
か
け
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
幻
の
映
画
な
の
だ
か
ら
、
文
学
史
に
も
映
画
史
に
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
一
一
七
も
登
録
さ
れ
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
経
緯
に
鑑
み
れ
ば
、
利
益
追
求
を
優
先
さ
せ
る
メ
デ
ィ
ア
企
業
の
移
り
気
な
体
質
を
表
徴
す
る
以
上
の
問
題
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
う
。
最
後
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
三
つ
の
論
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
第
一
に
考
え
る
べ
き
は
、｢
火
野
葦
平｣
の
商
品
価
値
の
問
題
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
｢
兵
隊
三
部
作｣
の
う
ち
、『
麦
と
兵
隊』
『
土
と
兵
隊』
が
、
演
劇
・
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
・
歌
謡
曲
・
浪
曲
・
創
作
ダ
ン
ス
な
ど
、
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
へ
と
翻
訳
・
翻
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
本
稿
が
縷
々
追
い
か
け
て
き
た
通
り
、
激
烈
な
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
当
時
の
映
画
会
社
に
と
っ
て
も
、『
麦
と
兵
隊』
は
ぜ
ひ
と
も
欲
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
っ
た
。
現
在
進
行
形
で
戦
わ
れ
て
い
た
中
国
大
陸
で
の
戦
争
を
扱
っ
た
映
画
に
は
つ
ね
に
検
閲
の
リ
ス
ク
が
つ
き
ま
と
う
が
、
陸
軍
報
道
班
員
の
立
場
で
書
か
れ
た
火
野
の
テ
ク
ス
ト
は
、
軍
の
お
墨
付
き
を
受
け
や
す
い
と
い
う
判
断
も
働
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
れ
だ
け
錚
々
た
る
監
督
の
名
前
が
挙
が
る
こ
と
自
体
、
こ
の
時
期
の
｢
火
野
葦
平｣
の
商
品
価
値
の
高
さ
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、｢
火
野
葦
平｣
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
・
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
火
野
が
何
を
語
っ
た
か
・
何
を
書
い
た
か
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、｢
火
野
葦
平｣
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
か
が
重
要
な
の
だ
。
な
ら
ば
、
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
ー
と
し
て
の
｢
火
野
葦
平｣
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
っ
た
い
誰
が
、
ど
う
管
理
す
る
の
か
。
口
さ
が
な
い
メ
デ
ィ
ア
で
さ
ま
ざ
ま
に
話
題
と
な
り
、
話
に
尾
ひ
れ
が
加
わ
り
な
が
ら
、
日
本
語
の
読
者
な
ら
誰
も
が
識
る
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
｢
火
野
葦
平｣
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
誰
が
ど
う
差
配
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
鍵
を
握
る
の
が
、
中
山
省
三
郎
と
い
う
人
物
に
他
な
ら
な
い
( )
。
わ
た
し
自
身
は
、
兵
隊
作
家
｢
火
野
葦
平｣
は
、
複
数
の
勢
力
・
複
数
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
せ
め
ぎ
合
う
中
で
生
み
出
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
ー
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
こ
で
中
山
が
果
た
し
た
役
割
は
特
筆
に
値
す
る
。
火
野
資
料
の
書
簡
類
を
追
い
か
け
て
い
く
と
、『
糞
尿
譚』
で
の
芥
川
賞
受
賞
直
後
か
ら
中
山
は
、
火
野
の
代
理
人
と
し
て
献
身
的
に
活
動
し
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
坂
口
博
は
、
中
山
の
こ
と
を
｢
出
版
促
進
者
プ
ロ
モ
ー
タ
ー｣
と
呼
ん
だ
が
( )
、
そ
れ
以
上
に
中
山
は
、
東
京
で
の
火
野
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
り
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
り
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
一
一
八
経
緯
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
山
は
火
野
に
先
だ
っ
て
企
画
の
交
渉
に
立
ち
会
い
、
重
要
な
判
断
や
決
定
を
下
す
局
面
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
軍
内
部
の
動
向
に
も
目
を
向
け
て
お
き
た
い
。
従
来
、
火
野
葦
平
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
意
味
で
は
、
中
支
軍
の
馬
淵
逸
雄
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
の
経
緯
を
見
て
い
く
と
、
陸
軍
中
央
の
情
報
部
が
相
当
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
金
五
郎
の
書
簡
に
名
前
が
あ
っ
た
柴
野
為
亥
知
は
、
満
洲
や
上
海
で
の
映
画
工
作
に
関
与
し
た
重
要
人
物
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、｢
火
野
葦
平｣
を
め
ぐ
っ
て
、
陸
軍
内
部
で
も
、
複
数
の
人
間
が
影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。『
麦
と
兵
隊』
『
土
と
兵
隊』
映
画
化
に
菊
池
寛
も
一
枚
噛
ん
で
い
た
と
い
う
わ
た
し
の
推
定
が
間
違
い
で
な
い
な
ら
、
ま
さ
に
｢
火
野
葦
平｣
は
、
複
数
の
利
害
関
係
者
に
よ
る
葛
藤
と
交
渉
の
現
場
と
な
っ
て
い
た
わ
け
だ
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、｢
火
野
葦
平｣
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
火
野
本
人
に
も
責
任
が
持
て
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
肥
大
化
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
一
般
に
近
代
の
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
無
責
任
な
イ
メ
ー
ジ
の
拡
大
と
再
生
産
に
直
面
す
る
も
の
だ
が
、
火
野
の
場
合
特
殊
な
の
は
、
彼
の
イ
メ
ー
ジ
構
築
に
軍
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
お
そ
ら
く
そ
の
状
況
が
、
火
野
の
立
場
を
さ
ら
に
複
雑
な
も
の
と
し
た
。｢
火
野
葦
平｣
を
一
躍
ス
タ
ー
ダ
ム
に
押
し
上
げ
た
『
麦
と
兵
隊』
が
、
実
質
的
に
陸
軍
の
後
押
し
・
後
ろ
盾
の
も
と
で
書
か
れ
て
い
た
以
上
、
彼
自
身
が
メ
デ
ィ
ア
で
語
ら
れ
る
自
己
の
イ
メ
ー
ジ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
あ
る
い
は
火
野
当
人
に
と
っ
て
、
よ
り
正
し
く
は
玉
井
勝
則
と
い
う
一
個
人
に
と
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
｢
火
野
葦
平｣
像
と
ど
う
向
き
合
う
か
は
、
ま
さ
に
彼
自
身
の
実
存
に
か
か
わ
る
問
い
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
火
野
葦
平
が
日
活
＝
満
映
で
企
画
さ
れ
た
『
麦
と
兵
隊』
シ
ナ
リ
オ
の
確
認
を
、
お
よ
そ
二
ヶ
月
間
も
放
置
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
あ
え
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
火
野
は
、
李
香
蘭
も
出
演
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
に
対
し
、〈
こ
れ
は
『
麦
と
兵
隊』
で
は
な
い〉
〈
こ
れ
は
自
ら
の
テ
ク
ス
ト
で
は
な
い〉
と
い
う
思
い
を
募
ら
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
の
思
惑
や
利
害
関
係
、
期
待
を
受
け
と
め
続
け
る
こ
と
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
玉
井
勝
則
が
、
自
分
の
手
に
負
え
な
い
ほ
ど
に
膨
張
し
、
姿
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
一
一
九
を
変
え
て
し
ま
っ
た
｢
火
野
葦
平｣
『
麦
と
兵
隊』
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
に
、
ど
う
し
て
よ
い
か
解
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
火
野
葦
平
研
究
に
と
っ
て
、
火
野
の
テ
ク
ス
ト
と
｢
火
野
葦
平｣
を
め
ぐ
っ
て
語
ら
れ
た
言
葉
や
イ
メ
ー
ジ
と
の
距
離
は
、
つ
ね
に
意
識
さ
れ
る
べ
き
問
題
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
当
の
火
野
自
身
が
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
受
け
と
め
て
い
た
の
か
(
受
け
と
め
て
い
な
か
っ
た
か)
も
、
改
め
て
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
は
ず
だ
。
《
附
記》
本
稿
は
、
第
一
〇
七
回
河
伯
洞
読
書
会
(
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
七
日)
で
の
講
演
内
容
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
玉
井
史
太
郎
氏
、
坂
口
博
氏
ほ
か
、
当
日
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
方
々
に
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
火
野
葦
平
寄
託
資
料
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
北
九
州
市
立
文
学
館
の
中
西
由
紀
子
・
稲
田
大
貴
両
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
改
め
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
科
研
費
(15K
12852
・18K
00
325)
の
成
果
で
あ
る
。
注
(
１)
『
北
九
州
市
立
文
学
館
所
蔵
資
料
目
録
Ⅰ
火
野
葦
平
寄
託
資
料
目
録
Ⅰ』
(
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
一
年)
。
(
２)
佐
藤
充
｢
若
松
(
北
九
州)
が
舞
台
の
映
画｣
(『
あ
し
へ
い』
16
、
二
〇
一
三
年
一
二
月)
。
(
３)
塩
屋
智
佳
子
・
坂
口
博
｢
玉
井
政
雄
・
貞
子
へ
の
火
野
葦
平
書
簡｣
(『
あ
し
へ
い』
16
、
二
〇
一
三
年
一
二
月)
。
(
４)
木
全
公
彦
｢
幻
に
終
わ
っ
た
『
麦
と
兵
隊』｣
(
田
中
真
澄
他
編
『
映
画
読
本
清
水
宏
即
興
す
る
ポ
エ
ジ
ー
蘇
る
｢
超
映
画
伝
説｣』
改
訂
版
、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
二
〇
〇
九
年)
。
(
５)
玉
井
金
五
郎
宛
玉
井
勝
則
書
簡
(
一
九
三
八
年
九
月
一
日
付
、
北
九
州
市
立
文
学
館
寄
託
、H
A
2-09226)
。
(
６)
玉
井
良
子
宛
玉
井
勝
則
書
簡
(
日
付
不
詳
、
北
九
州
市
立
文
学
館
寄
託
、H
A
2-09353)
。
こ
の
書
簡
は
封
筒
が
な
く
、『
北
九
州
市
立
文
学
館
所
蔵
資
料
目
録
Ⅰ
火
野
葦
平
寄
託
資
料
目
録
Ⅰ』
で
は
宛
先
未
詳
と
し
て
い
る
が
、｢
家
の
方
に
も
一
人
も
病
人
や
、
不
幸
の
な
か
つ
た
こ
と
は
、
何
事
よ
り
も
嬉
し
い
と
思
ふ｣
と
い
う
気
遣
い
が
記
さ
れ
る
他
、
出
征
以
来
の
心
情
が
率
直
に
吐
露
さ
れ
て
お
り
、
内
容
か
ら
見
て
良
子
宛
書
簡
と
み
て
間
一
二
〇
違
い
な
い
。
書
簡
の
中
に
｢
今
、
杭
州
湾
敵
前
上
陸
前
後
の
戦
闘
記
｢
土
と
兵
隊｣
を
書
い
て
ゐ
る｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
注
５
の
金
五
郎
宛
書
簡
と
前
後
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
(
７)
田
中
真
澄
『
小
津
安
二
郎
と
戦
争』
(
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
五
年)
。
(
８)
｢
小
津
安
二
郎
従
軍
日
誌｣
(
前
掲
、
田
中
真
澄
『
小
津
安
二
郎
と
戦
争』)
。
(
９)
晏 尼『
戦
時
日
中
映
画
交
渉
史』
(
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年)
。
(
10)
松
崎
啓
次
は
、
日
中
戦
争
の
前
半
期
に
、
中
国
で
中
支
那
派
遣
軍
と
東
宝
と
が
極
秘
裏
に
行
っ
て
い
た
映
画
工
作
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
｢
日
中
戦
争
期
〈
大
陸
映
画
工
作〉
へ
の
一
視
点
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
中
支
派
遣
軍
報
道
部
映
画
関
係
調
査
資
料』
を
手
が
か
り
に｣
(『
大
妻
国
文』
四
八
号
、
二
〇
一
七
年
三
月)
を
参
照
。
(
11)
玉
井
勝
則
宛
玉
井
金
五
郎
書
簡
(
一
九
三
八
年
一
二
月
一
四
日
付
、
北
九
州
市
立
文
学
館
寄
託
、H
A
2-07852)
。
(
12)
拙
著
『
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
文
学
日
中
戦
争
下
の
表
現
者
た
ち』
(
共
和
国
、
二
〇
一
八
年)
。
(
13)
柴
野
為
亥
知
(
一
八
九
六
〜
一
九
五
九)
は
金
沢
出
身
の
陸
軍
軍
人
。
一
九
三
五
年
に
関
東
軍
に
赴
任
、
新
聞
班
に
所
属
し
、
満
洲
映
画
協
会
の
創
立
に
関
与
し
た
。
一
九
三
八
年
三
月
か
ら
陸
軍
省
新
聞
班
に
所
属
、
の
ち
内
閣
情
報
部
情
報
官
を
兼
ね
る
。｢
詩
人
中
佐｣
と
し
て
知
ら
れ
、｢
遂
げ
よ
聖
戦｣
｢
大
建
設
の
歌｣
｢
徐
州
攻
略
の
歌｣
｢
従
軍
記
者
行
進
曲｣
な
ど
を
作
詞
、
東
海
林
太
郎
ら
が
レ
コ
ー
ド
を
発
売
し
た
。
(
14)
火
野
葦
平
｢
解
説｣
(『
火
野
葦
平
選
集
第
二
巻』
東
京
創
元
社
、
一
九
五
八
年)
。
(
15)
火
野
葦
平
宛
中
山
省
三
郎
書
簡
(
一
九
四
〇
年
七
月
二
九
日
付
、
北
九
州
市
立
文
学
館
寄
託
、H
A
2-08504)
。
(
16)
火
野
葦
平
宛
中
山
省
三
郎
書
簡
(
一
九
四
〇
年
一
一
月
二
五
日
付
、
北
九
州
市
立
文
学
館
寄
託
、H
A
2-08510)
。
(
17)
注
16
に
同
じ
。
(
18)
火
野
葦
平
宛
中
山
省
三
郎
書
簡
(
一
九
四
〇
年
一
二
月
三
日
付
、
北
九
州
市
立
文
学
館
寄
託
、H
A
2-08511)
。
(
19)
火
野
葦
平
宛
中
山
省
三
郎
書
簡
(
一
九
四
〇
年
一
二
月
一
一
日
付
、
北
九
州
市
立
文
学
館
寄
託
、H
A
2-08512)
。
(
20)
火
野
葦
平
宛
高
村
正
次
書
簡
(
注
19
に
同
封)
。
(
21)
古
川
隆
久
『
戦
時
下
の
日
本
映
画
人
々
は
国
策
映
画
を
観
た
か』
(
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年)
。
(
22)
火
野
葦
平
宛
中
山
省
三
郎
書
簡
(
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
七
日
付
、
北
九
州
市
立
文
学
館
寄
託
、H
A
2-08572)
。
『
麦
と
兵
隊』
映
画
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
一
二
一
(
23)
火
野
葦
平
宛
中
山
省
三
郎
書
簡
(
一
九
四
一
年
一
月
二
七
日
付
、
北
九
州
市
立
文
学
館
寄
託
、H
A
2-08519)
。
(
24)
手
帳
｢
東
京
用
件
メ
モ｣
(
北
九
州
市
立
文
学
館
寄
託
、H
A
4-0088)
。
(
25)
注
３
に
同
じ
。
(
26)
中
山
省
三
郎
(
一
九
〇
四
〜
四
七)
は
茨
城
県
真
壁
郡
出
身
で
、
親
類
に
詩
人
の
横
瀬
夜
雨
が
い
る
。
中
学
時
代
か
ら
詩
作
を
は
じ
め
、
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
文
科
・
同
大
学
露
文
科
に
進
む
。
一
九
二
六
年
四
月
、
火
野
葦
平
・
寺
崎
浩
ら
と
同
人
誌
『
街』
を
創
刊
、
計
六
冊
を
刊
行
し
た
(
坂
口
博
｢
解
題
に
か
え
て
｢
街｣
作
品
集
｣
『
あ
し
へ
い』
21
、
二
〇
一
八
年
一
二
月)
。
ロ
シ
ア
文
学
者
と
し
て
は
プ
ー
シ
キ
ン
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
ゴ
ー
ゴ
リ
な
ど
の
翻
訳
に
か
か
わ
っ
た
。
ま
た
、
火
野
葦
平
と
は
｢
生
涯
の
友
人｣
(
坂
口
博
『
校
書
掃
塵
坂
口
博
の
仕
事
Ⅰ
』
花
書
院
、
二
〇
一
六
年)
と
し
て
交
わ
り
、
小
山
書
店
に
よ
る
『
糞
尿
譚』
(
一
九
三
八
年)
の
刊
行
を
は
じ
め
、
東
京
で
の
出
版
社
と
の
交
渉
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
。
中
山
の
経
歴
は
、
小
林
実
｢
中
山
省
三
郎
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ｣
『
立
教
大
学
日
本
文
学』
一
一
五
号
、
二
〇
一
六
年
一
月)
を
参
照
。
(
27)
注
26
、
坂
口
博
『
校
書
掃
塵
坂
口
博
の
仕
事
Ⅰ
』
。
一
二
二
